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(57)【要約】
　光源側コネクタ（２００）は、内視鏡側コネクタ（３
００）に備えられる入射部（３１０）に光学的に接続さ
れ、（３１０）入射部に向けて第１光を出射する出射部
（２１０）と、内視鏡側コネクタ（３００）に備えられ
る内視鏡側出入射部（３２０）に光学的に接続され、内
視鏡側出入射部（３２０）に向けて第１光とは異なる光
学特性を有する第２光を出射するまたは内視鏡側出入射
部（３２０）から出射された第２光が入射する光源側出
入射部（２２０）とを有する。光源側コネクタ（２００
）は、迷光としての第１光の光源側出入射部（２２０）
からの侵入と、迷光としての第２光の出射部（２１０）
からの侵入との少なくとも一つを防止する迷光防止部（
５００）を有する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタが着脱自在である、光源装置に備えられる光源側
コネクタであって、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記内視鏡側コネクタに
備えられる入射部に光学的に接続されて、前記入射部に向けて第１光を出射する出射部と
、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記内視鏡側コネクタに
備えられる内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内視鏡側出入射部に向けて前記
第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前記内視鏡側出入射部から出
射された前記第２光が入射する光源側出入射部と、
　迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第２光
の前記出射部からの侵入との少なくとも一つを防止する迷光防止部と、
　を具備する光源側コネクタ。
【請求項２】
　前記光学特性は、光量であり、
　前記第１光の第１光量は、前記第２光の第２光量よりも多い請求項１に記載の光源側コ
ネクタ。
【請求項３】
　前記第１光量は、前記第２光量の１０倍以上である請求項２に記載の光源側コネクタ。
【請求項４】
　前記出射部は、照明または治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部には、情報伝送のための前記第２光が入射する請求項２に記載の光
源側コネクタ。
【請求項５】
　前記出射部は、治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部は、照明のための前記第２光を出射する請求項２に記載の光源側コ
ネクタ。
【請求項６】
　前記迷光防止部は、迷光の一部を反射、吸収、または遮光するフィルタとして機能する
請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項７】
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する
際、前記迷光防止部は、前記光源側出入射部に備えられ且つ前記第２光が透過する光学部
材の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能し
、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記出射部に備えられ且つ前記第１光が透過する光学部材の表面をコート
する誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能する請求項６に記載
の光源側コネクタ。
【請求項８】
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する
際、前記迷光防止部は、前記第２光が透過する光学部材を保護し且つ前記光源側出入射部
に備えられる光学保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保
護部の材料として機能し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記第１光が透過する光学部材を保護し且つ前記出射部に備えられる光学
保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保護部の材料として
機能する請求項６に記載の光源側コネクタ。
【請求項９】
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　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する
際、前記迷光防止部は、前記第２光を導光し且つ前記光源側出入射部に備えられる導光部
材の端部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能
し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記第１光を導光し且つ前記出射部に備えられる導光部材の端部の表面を
コートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能する請求項６に記
載の光源側コネクタ。
【請求項１０】
　前記出射部は、照明または治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部には、情報伝送のための前記第２光が入射し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する
際、前記迷光防止部は前記光源側出入射部に備えられ、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は前記出射部に備えられる請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項１１】
　前記出射部は、治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部は、照明のための前記第２光を出射し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する
際、前記迷光防止部は前記光源側出入射部に備えられ、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は前記出射部に備えられる請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項１２】
　前記迷光防止部は、前記出射部及び前記入射部と、前記光源側出入射部及び前記内視鏡
側出入射部との間に備えられる請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項１３】
　前記出射部は、照明または治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部には、情報伝送のための前記第２光が入射する請求項１２に記載の
光源側コネクタ。
【請求項１４】
　前記出射部は、治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部は、照明のための前記第２光を出射する請求項１２に記載の光源側
コネクタ。
【請求項１５】
　光源装置に備えられる光源側コネクタに着脱自在である、内視鏡に備えられる内視鏡側
コネクタであって、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側コネクタに備
えられる出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射された第１光が入射する入射
部と、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側コネクタに備
えられる光源側出入射部に光学的に接続されて、前記光源側出入射部に向けて前記第１光
とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前記光源側出入射部から出射された
前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、
　迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第２
光の前記入射部からの侵入との少なくとも一つを防止する迷光防止部と、
　を具備する内視鏡側コネクタ。
【請求項１６】
　前記光学特性は、光量であり、
　前記第１光の第１光量は、前記第２光の第２光量よりも多い請求項１５に記載の内視鏡
側コネクタ。
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【請求項１７】
　前記第１光量は、前記第２光量の１０倍以上である請求項１６に記載の内視鏡側コネク
タ。
【請求項１８】
　前記入射部には、照明または治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部は、情報伝送のための前記第２光を出射する請求項１６に記載の
内視鏡側コネクタ。
【請求項１９】
　前記入射部には、治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部には、照明のための前記第２光が入射する請求項１６に記載の内
視鏡側コネクタ。
【請求項２０】
　前記迷光防止部は、迷光の一部を反射、吸収、または遮光するフィルタとして機能する
請求項１５に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２１】
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入を防止す
る際、前記迷光防止部は、前記内視鏡側出入射部に備えられ且つ前記第２光が透過する光
学部材の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機
能し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記入射部に備えられ且つ前記第１光が透過する光学部材の表面をコート
する誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能する請求項２０に記
載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２２】
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入を防止す
る際、前記迷光防止部は、前記第２光が透過する光学部材を保護し且つ前記内視鏡側出入
射部に備えられる光学保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光
学保護部の材料として機能し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記第１光が透過する光学部材を保護し且つ前記入射部に備えられる光学
保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保護部の材料として
機能する請求項２０に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２３】
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入を防止す
る際、前記迷光防止部は、前記第２光を導光し且つ前記内視鏡側出入射部に備えられる導
光部材の端部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として
機能し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は、前記第１光を導光し且つ前記入射部に備えられる導光部材の端部の表面を
コートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能する請求項２０に
記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２４】
　前記入射部には、照明または治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部は、情報伝送のための前記第２光を出射し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入を防止す
る際、前記迷光防止部は前記内視鏡側出入射部に備えられ、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は前記入射部に備えられる請求項１５に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２５】
　前記入射部には、治療のための前記第１光が入射し、
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　前記内視鏡側出入射部には、照明のための前記第２光が入射し、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入を防止す
る際、前記迷光防止部は前記内視鏡側出入射部に備えられ、
　前記迷光防止部が迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記
迷光防止部は前記入射部に備えられる請求項１５に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２６】
　前記迷光防止部は、前記出射部及び前記入射部と、前記光源側出入射部及び前記内視鏡
側出入射部との間に備えられる請求項１５に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２７】
　前記入射部には、照明または治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部は、情報伝送のための前記第２光を出射する請求項２６に記載の
内視鏡側コネクタ。
【請求項２８】
　前記入射部には、治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部には、照明のための前記第２光が入射する請求項２６に記載の内
視鏡側コネクタ。
【請求項２９】
　光源装置に備えられる光源側コネクタと、前記光源側コネクタに着脱自在である、内視
鏡に備えられる内視鏡側コネクタとを有する内視鏡用光コネクタであって、
　前記光源側コネクタに備えられ、第１光を出射する出射部と、
　前記内視鏡側コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続
された際に前記出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射された前記第１光が入
射する入射部と、
　前記内視鏡側コネクタに備えられ、前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出
射するまたは前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、
　前記光源側コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続さ
れた際に前記内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内視鏡側出入射部から出射さ
れた前記第２光が入射するまたは前記内視鏡側出入射部に向けて前記第２光を出射する光
源側出入射部と、
　迷光としての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第１光
の前記内視鏡側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入
と、迷光としての前記第２光の前記入射部からの侵入との少なくとも１つを防止する迷光
防止部と、
　を具備する内視鏡用光コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、光源側コネクタ、内視鏡側コネクタ及び内視鏡用光コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の内視鏡システムは、例えば、照明、情報伝送、治療といった様々な用途に用いら
れる光を導光する複数の光ファイバを有する。光ファイバは内視鏡システムの内視鏡及び
光源装置に備えられており、内視鏡が光源装置に接続される際に、内視鏡に備えられる複
数の光ファイバと光源装置に備えられる複数の光ファイバとの光学的な接続が要求される
。このため内視鏡システムの内視鏡用光コネクタは、光源装置に備えられる光源側コネク
タと、内視鏡に備えられ、光源側コネクタに光学的に接続される内視鏡側コネクタとを有
する。
【０００３】
　例えば特許文献１に開示される光コネクタは、用途毎に用いられる光ファイバ同士を光
学的に接続している。つまり、例えば、照明用の光ファイバ同士は光学的に接続され、情
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報伝送用の光ファイバ同士は光学的に接続される。光ファイバ同士の間には、光量減衰の
影響を抑えるために、光を拡大するレンズが配置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－１８２３４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　一般的に、例えば照明光の光量は数十ｍＷ～数Ｗであり、例えば情報伝送光の光量は数
百μＷ～数ｍＷであり、照明光の光量は情報伝送光の光量よりも多い。特許文献１におい
て、照明光は、レンズによって反射または散乱し迷光となることがある。迷光は全体の光
量のごく一部であるが、迷光としての照明光が情報伝送光のための光ファイバから侵入し
光ファイバを進行し情報伝送光のための画像取得部及び画像処理部といった駆動部に到達
した際、光量が多いため、迷光としての照明光は駆動部に影響を与え、駆動部は迷光によ
って動作不良を引き起こしてしまう。
【０００６】
　具体的には、情報伝送光のための１対の光ファイバは、内視鏡に備えられ、画像取得部
によって取得された画像情報を光信号に変換したレーザ光を導光する第１光ファイバと、
光源装置に備えられ、第１光ファイバから送信されたレーザ光を画像処理部に導光する第
２光ファイバとを有する。照明光が迷光として第１光ファイバから侵入し第１光ファイバ
を進行して画像取得部に到達した場合、画像情報を光信号に変換するためのレーザ発光が
不安定になり、光信号の品質が損なわれる。照明光が迷光としての第２光ファイバから侵
入し第２光ファイバを進行して画像処理部に到達した場合、照明光はノイズとして画像処
理部が生成する画像に影響を与えてしまい、画像の品質が損なわれる。
【０００７】
　このように、侵入した迷光が駆動部に到達することによって、駆動部が迷光によって動
作不良を引き起こしてしまう。よって迷光の侵入防止が望まれている。
【０００８】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、迷光の侵入を防止できる光源側
コネクタ、内視鏡側コネクタ及び内視鏡用光コネクタを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の光源側コネクタの一態様は、内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタが着脱自在
であり、光源装置に備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記内視鏡側コネクタに備えられる入射部に光学的に接続されて、前記入射部に向け
て第１光を出射する出射部と、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記内視鏡側コネクタに備えられる内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内
視鏡側出入射部に向けて前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは
前記内視鏡側出入射部から出射された前記第２光が入射する光源側出入射部と、迷光とし
ての前記第１光の前記光源側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第２光の前記出射
部からの侵入との少なくとも一つを防止する迷光防止部とを具備する。
【００１０】
　本発明の内視鏡側コネクタの一態様は、光源装置に備えられる光源側コネクタに着脱自
在であり、内視鏡に備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記光源側コネクタに備えられる出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射
された第１光が入射する入射部と、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続さ
れた際に前記光源側コネクタに備えられる光源側出入射部に光学的に接続されて、前記光
源側出入射部に向けて前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前
記光源側出入射部から出射された前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、迷光として
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の前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第２光の前記入射
部からの侵入との少なくとも一つを防止する迷光防止部とを具備する。
【００１１】
　本発明の内視鏡用光コネクタの一態様は、光源装置に備えられる光源側コネクタと、前
記光源側コネクタに着脱自在である、内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタとを有し、前
記光源側コネクタに備えられ、第１光を出射する出射部と、前記内視鏡側コネクタに備え
られ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記出射部に光学的
に接続されて、前記出射部から出射された前記第１光が入射する入射部と、前記内視鏡側
コネクタに備えられ、前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前
記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、前記光源側コネクタに備えられ、前記内視鏡側
コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側出入射部に光学的に接続され
て、前記内視鏡側出入射部から出射された前記第２光が入射するまたは前記内視鏡側出入
射部に向けて前記第２光を出射する光源側出入射部と、迷光としての前記第１光の前記光
源側出入射部からの侵入と、迷光としての前記第１光の前記内視鏡側出入射部からの侵入
と、迷光としての前記第２光の前記出射部からの侵入と、迷光としての前記第２光の前記
入射部からの侵入との少なくとも１つを防止する迷光防止部とを具備する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、迷光の侵入を防止できる光源側コネクタ、内視鏡側コネクタ及び内視
鏡用光コネクタを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る内視鏡システムの概略図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１コネクタが第２コネクタとは分離し且つ迷光防止部が第１，２
平行部及び第１，２集光部として機能する光コネクタの構成を示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示す矢印２Ｂから第２コネクタを見た図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ａに示す第１コネクタが第２コネクタに接続された光コネクタ
の概略図である。
【図２Ｄ】図２Ｄは、第１コネクタが第２コネクタとは分離し且つ迷光防止部がカバー部
として機能する光コネクタの構成を示す図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、第１コネクタが第２コネクタとは分離し且つ迷光防止部が第１出射
部と第１入射部と第２出射部と第２入射部として機能する光コネクタの構成を示す図であ
る。
【図３Ａ】図３Ａは、迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する透過率は高
く、照明光に対する透過率は低いことを示す図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する透過率は低
く、照明光に対する透過率は高いことを示す図である。
【図４】図４は、第１の実施形態の変形例１，２，３に係る内視鏡システムの概略図であ
る。
【図５Ａ】図５Ａは、変形例１，３における第１コネクタが第２コネクタに接続された光
コネクタの概略図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、変形例１の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は高く、照明光または光線力学的治療のための治療光に対する透過率は低いことを
示す図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、変形例１の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は高く、照明光または切開または止血のための治療光に対する透過率は低いことを
示す図である。
【図５Ｄ】図５Ｄは、変形例１の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は低く、照明光または光線力学的治療のための治療光に対する透過率は高いことを
示す図である。
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【図５Ｅ】図５Ｅは、変形例１の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は低く、照明光または切開または止血のための治療光に対する透過率は高いことを
示す図である。
【図６Ａ】図６Ａは、変形例２における第１コネクタが第２コネクタに接続された光コネ
クタの概略図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、変形例２の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は高く、光線力学的治療のための治療光に対する透過率は低いことを示す図である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、変形例２の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は高く、切開または止血のための治療光に対する透過率は低いことを示す図である。
【図６Ｄ】図６Ｄは、変形例２の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は低く、光線力学的治療のための治療光に対する透過率は高いことを示す図である。
【図６Ｅ】図６Ｅは、変形例２の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は低く、切開または止血のための治療光に対する透過率は高いことを示す図である。
【図７Ａ】図７Ａは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は高く、照明光と光線力学的治療のための治療光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は高く、画像情報光と光線力学的治療のための治療光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図７Ｃ】図７Ｃは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、光線力学的治療のた
めの治療光に対する透過率は高く、画像情報光と照明光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図７Ｄ】図７Ｄは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、画像情報光に対する
透過率は高く、照明光と切開または止血のための治療光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図７Ｅ】図７Ｅは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、照明光に対する透過
率は高く、画像情報光と切開または止血のための治療光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図７Ｆ】図７Ｆは、変形例３の迷光防止部の波長選択性において、切開または止血のた
めの治療光に対する透過率は高く、画像情報光と照明光とに対する透過率は低いことを示
す図である。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の第２の実施形態に係る第１コネクタが第２コネクタとは分
離し且つ迷光防止部が壁部として機能する光コネクタの構成を示す図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、図８Ａに示す矢印８Ｂから第２コネクタを見た図である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、図８Ａに示す第１コネクタが第２コネクタに接続された光コネクタ
の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、一部の図面で
は図示の明瞭化のために部材の一部の図示を省略する。
【００１５】
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃと図２Ｄと図２Ｅと図３Ａと図３Ｂとを参照して第１の
実施形態について説明する。なお図示の明瞭化のために、図１において、光コネクタ１０
０の図示を簡略している。　
　［内視鏡システム１０］　
　図１に示すように、内視鏡システム１０は、内視鏡２０と、内視鏡２０が着脱自在に接
続される光源装置３０とを有する。内視鏡システム１０は、照明光ＩＬを被検体１１に照
明する照明ユニット５０と、照明光ＩＬを照明された被検体１１によって反射された反射
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光ＲＬを撮像する撮像ユニット７０とを有する。内視鏡システム１０は、照明ユニット５
０と撮像ユニット７０とを制御する制御部８１と、照明ユニット５０と撮像ユニット７０
との動作開始の指示を入力する入力部８３と、撮像ユニット７０が撮像した反射光ＲＬを
画像として表示する表示部８５とを有する。内視鏡システム１０は、内視鏡用光コネクタ
（以下、光コネクタ１００と称する）を有する。
【００１６】
　［内視鏡２０と光源装置３０］　
　内視鏡２０は、内視鏡２０に備えられるユニバーサルコードを有する。図２Ａと図２Ｃ
とに示すように、ユニバーサルコードの接続部２１が光源装置３０の接続口部３１に挿入
されて接続された際、内視鏡２０は光源装置３０に接続される。図２Ｃに示すように、接
続部２１が接続口部３１に挿入された際、接続部２１の外周面の大部分は接続口部３１の
内周面の大部分に密着するが、接続部２１の先端面は接続口部３１の底面とは接触しない
。接続部２１の先端面と接続口部３１の底面との間には、空間部４０が形成される。
【００１７】
　図２Ａと図２Ｃとに示すように、接続部２１の外周面と接続口部３１の内周面とには、
接続における位置決め部を兼ねる１対の電気接点部４１が備えられる。接続部２１が接続
口部３１に挿入された際、電気接点部４１同士が接続する。この接続によって、撮像ユニ
ット７０の後述する画像取得部７１は、制御部８１と電気的に接続される。
【００１８】
　［照明ユニット５０］　
　図１に示すように、照明ユニット５０は、光源ユニット５１と、導光部材５３，５５と
、照明部５７とを有する。光源ユニット５１と導光部材５３とは光源装置３０に備えられ
、導光部材５５と照明部５７とは内視鏡２０に備えられる。
【００１９】
　［光源ユニット５１］　
　光源ユニット５１は、光源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃと、導光部材５１ｄと、合波部５
１ｆとを有する。
【００２０】
　光源部５１ａは、例えば青色のレーザ光を出射するレーザダイオードを有する。レーザ
光の中心波長は、例えば、４４５ｎｍである。　
　光源部５１ｂは、例えば緑色のレーザ光を出射するレーザダイオードを有する。レーザ
光の中心波長は、例えば、５３２ｎｍである。　
　光源部５１ｃは、例えば赤色のレーザ光を出射するレーザダイオードを有する。レーザ
光の中心波長は、例えば、６３５ｎｍである。　
　光源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃの出力数は、１０ｍＷから数Ｗである。
【００２１】
　導光部材５１ｄは、例えば単線の光ファイバである。導光部材５１ｄは、光源部５１ａ
，５１ｂ，５１ｃそれぞれと合波部５１ｆとに光学的に接続されており、光源部５１ａ，
５１ｂ，５１ｃから出射されたレーザ光を合波部５１ｆに導光する。
【００２２】
　合波部５１ｆは、導光部材５１ｄによって導光されたレーザ光を合波し、導光部材５３
に入射させる。
【００２３】
　［導光部材５３，５５］　
　導光部材５３，５５とは、単線の光ファイバである。図２Ａと図２Ｃとに示すように、
導光部材５３は、光コネクタ１００によって、導光部材５５に光学的に接続される。導光
部材５３，５５は、レーザ光を光源ユニット５１から照明部５７に導光する。
【００２４】
　［照明部５７］　
　照明部５７は、内視鏡２０の挿入部の先端部に備えられる。照明部５７は、レーザ光の
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光学特性を変換して照明光ＩＬを生成し、照明光ＩＬを被検体１１に向けて出射する。照
明部５７は、例えば拡散部材を有し、レーザ光の配光特性を拡散部材によって拡大させる
。照明部５７は、拡大した配光特性を有する２次光を照明光ＩＬとして出射する。なお、
以下において、便宜上、光源ユニット５１から照明部５７に進行するレーザ光も照明光Ｉ
Ｌとして記載する。
【００２５】
　［撮像ユニット７０］　
　撮像ユニット７０は、反射光ＲＬを基に情報である画像情報を取得して表示部８５に表
示させる。図１に示すように、撮像ユニット７０は、画像取得部７１と、導光部材７３，
７５と、画像処理部７７とを有する。画像取得部７１と導光部材７３とは内視鏡２０に備
えられ、導光部材７５と画像処理部７７とは光源装置３０に備えられる。
【００２６】
　なお撮像ユニット７０は、情報を光信号として伝送する情報伝送ユニットの一例である
。情報伝送ユニットが光学的に伝送する情報は、例えば撮像ユニット７０において扱われ
る画像情報に限らず、別の情報であってもよい。例えば、このような情報伝送ユニットは
、内視鏡２０に備えられ、内視鏡２０の挿入部の湾曲を検出するファイバセンサを含む。
情報伝送ユニットに用いられる光の光量は、相対的に、照明ユニット５０に用いられる照
明光ＩＬの光量に比べて、小さい。
【００２７】
　［画像取得部７１］　
　画像取得部７１は、内視鏡２０の挿入部の先端部に備えられる。画像取得部７１は、照
明部５７の隣りに配置される。画像取得部７１は、反射光ＲＬを撮像することで、画像情
報としての電気信号を生成する撮像部７１ａと、撮像部７１ａによって生成された電気信
号を光信号に変換し、光信号を出射する変換部７１ｂとを有する。撮像部７１ａは、例え
ば、撮像光学系と、ＣＣＤ等の撮像素子とを有する。変換部７１ｂは、電気信号をレーザ
光に変換し、レーザ光を出射する出射部であるレーザダイオードと、レーザ光を導光部材
７３に集光する集光部とを有する。レーザ光の中心波長は、例えば８５０ｎｍである。出
射部の出力数は、１００μＷから数ｍＷである。レーザ光は、画像情報に対応しており、
以下において、画像情報光ＤＬと称する。画像情報光ＤＬは、情報伝送ユニットが伝送す
る光（以下、情報伝送光）の一例である。
【００２８】
　［導光部材７３，７５］　
　導光部材７３，７５は、単線の光ファイバである。図２Ａと図２Ｃとに示すように、導
光部材７３は、光コネクタ１００によって、導光部材７５に光学的に接続される。導光部
材７３，７５は、画像情報光ＤＬを画像取得部７１から画像処理部７７に導光する。
【００２９】
　［画像処理部７７］　
　画像処理部７７は、画像情報光ＤＬであるレーザ光を受光し、レーザ光を元の画像情報
を表す電気信号に変換する変換部７７ａと、電気信号を処理する処理部７７ｂとを有する
。処理部７７ｂによって処理された電気信号は、光源装置３０に電気的に接続される表示
部８５に画像として表示される。
【００３０】
　［照明ユニット５０と撮像ユニット７０との対比］　
　導光部材５３，５５の用途は照明光ＩＬの伝送であり、導光部材７３，７５の用途は画
像情報光ＤＬの伝送である。導光部材５３，５５は、導光部材７３，７５とは異なる系統
である。そして、導光部材５３，５５は、導光部材７３，７５と共に導光という同じ光学
的な機能を有するが、導光部材７３，７５とは互いに別部材である。
【００３１】
　本実施形態では、照明ユニット５０と撮像ユニット７０とに着目するとする。この場合
、照明ユニット５０が第１用途のための部位と定義されると、照明光ＩＬは第１光と定義
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される。そして撮像ユニット７０は第１用途とは異なる第２用途のための部位と定義され
、画像情報光ＤＬは第１光である照明光ＩＬの光学特性とは異なる光学特性を有する第２
光と定義される。つまり第１光は照明のために用いられ、第２光は情報伝送のために用い
られる。
【００３２】
　第１光である照明光ＩＬの第１光量は、第２光である画像情報光ＤＬの第２光量よりも
多く、第２光量の１０倍以上である。
【００３３】
　［制御部８１と入力部８３と表示部８５］　
　図１に示すように、制御部８１は、光源装置３０に備えられる。制御部８１は、制御部
８１に電気的に接続される入力部８３から入力された指示に基づき、光源部５１ａ，５１
ｂ，５１ｃと画像取得部７１と画像処理部７７とを制御する。制御部８１は、例えば、光
源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃの光量を制御する。これにより所望する色を有する照明光Ｉ
Ｌが生成される。
【００３４】
　入力部８３は例えばスイッチであり、表示部８５はモニタである。入力部８３と表示部
８５とは、光源装置３０及び内視鏡２０とは別体である。入力部８３は、例えば光量比を
入力する。
【００３５】
　［光コネクタ１００］　
　図２Ａと図２Ｃとに示すように、光コネクタ１００は、光源装置３０の接続口部３１に
備えられる光源側コネクタ（以下、第１コネクタ２００と称する）と、第１コネクタ２０
０に着脱自在であり、内視鏡２０の接続部２１に備えられる内視鏡側コネクタ（以下、第
２コネクタ３００と称する）とを有する。
【００３６】
　第１コネクタ２００は、出射部２１０と、光源側出入射部（以下、第１出入射部２２０
と称する）とを有する。　
　第２コネクタ３００は、入射部３１０と、内視鏡側出入射部（以下、第２出入射部３２
０と称する）とを有する。　
　出射部２１０と入射部３１０とは、同軸上に備えられ、第１用途（照明光ＩＬ）のため
に用いられる。　
　第１出入射部２２０と第２出入射部３２０とは、同軸上に備えられ、第２用途（画像情
報光ＤＬ）のために用いられる。　
　出射部２１０と第１出入射部２２０とは、例えば、第１コネクタ２００の中心軸を中心
に同一円上に備えられる。　
　入射部３１０と第２出入射部３２０とは、例えば、第２コネクタ３００の中心軸を中心
に同一円上に備えられる。
【００３７】
　出射部２１０と入射部３１０とは、第１出入射部２２０と第２出入射部３２０とは異な
る系統であり、異なる部位である。このように光コネクタ１００は、用途毎に備えられて
おり、用途に応じて異なる複数のポートを有することとなる。本実施形態では、例えば照
明光ＩＬと画像情報光ＤＬとのために、２つのポートが備えられる。
【００３８】
　本実施形態では、出射部２１０は、導光部材５３に光学的に接続され、導光部材５３に
よって照明光ＩＬを導光される。出射部２１０は、第２コネクタ３００が第２コネクタ２
００に接続された際に入射部３１０に光学的に接続されて、入射部３１０に向けて照明光
ＩＬを出射する。第２コネクタ３００が第２コネクタ２００に接続された際に、入射部３
１０には、出射部２１０から出射された照明光ＩＬが入射する。入射部３１０は導光部材
５５に光学的に接続され、入射部３１０に入射された照明光ＩＬは導光部材５５によって
照明部５７に導光される。
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【００３９】
　出射部２１０は、照明光ＩＬが出射される導光部材５３の端部（以下、第１出射部２１
１と称する）と、第１出射部２１１から出射された照明光ＩＬを平行光に変換する第１平
行部２１３とを有する。入射部３１０は、平行光を集光する第１集光部３１１と、第１集
光部３１１によって集光された照明光ＩＬが入射する導光部材５５の端部（以下、第１入
射部３１３と称する）とを有する。第１出射部２１１と第１平行部２１３と第１集光部３
１１と第１入射部３１３とは、同軸上に備えられる。第１出射部２１１と第１平行部２１
３とは接続口部３１に備えられ、第１集光部３１１と第１入射部３１３とは接続部２１に
備えられる。第１平行部２１３は例えば透明なコリメートレンズであり、第１集光部３１
１は例えば透明な集光レンズである。
【００４０】
　本実施形態では、第２出入射部３２０は、導光部材７３に光学的に接続され、導光部材
７３によって画像情報光ＤＬを導光される。第２出入射部３２０は、第２コネクタ３００
が第２コネクタ２００に接続された際に第１出入射部２２０に光学的に接続されて、第１
出入射部２２０に向けて画像情報光ＤＬを出射する。第２コネクタ３００が第２コネクタ
２００に接続された際に、第１出入射部２２０には、第２出入射部３２０から出射された
画像情報光ＤＬが入射する。第１出入射部２２０は導光部材７５に光学的に接続され、第
１出入射部２２０に入射された画像情報光ＤＬは導光部材７５によって画像処理部７７に
導光される。
【００４１】
　第２出入射部３２０は、画像情報光ＤＬが出射される導光部材７３の端部（以下、第２
出射部３２１と称する）と、第２出射部３２１から出射された画像情報光ＤＬを平行光に
変換する第２平行部３２３とを有する。第１出入射部２２０は、平行光を集光する第２集
光部２２１と、第２集光部２２１によって集光された画像情報光ＤＬが入射する導光部材
７５の端部（以下、第２入射部２２３と称する）とを有する。第２出射部３２１と第２平
行部３２３と第２集光部２２１と第２入射部２２３とは、同軸上に備えられる。第２出射
部３２１と第２平行部３２３とは接続部２１に備えられ、第２集光部２２１と第２入射部
２２３とは接続口部３１に備えられる。第２平行部３２３は例えば透明なコリメートレン
ズであり、第２集光部２２１は例えば透明な集光レンズである。
【００４２】
　接続部２１において、図２Ａと図２Ｂとに示すように、第１集光部３１１と第２平行部
３２３とは、接続部２１の先端面に備えられる１つのカバー部４０１によってカバーされ
る。カバー部４０１は、第１集光部３１１と第２平行部３２３とを保護し、接続部２１の
水密を確保する。図２Ａに示すように、カバー部４０１は、入射部３１０と第２出入射部
３２０とに共有される。
【００４３】
　接続口部３１において、図２Ａに示すように、第１平行部２１３と第２集光部２２１と
は、接続口部３１の底面に備えられる１つのカバー部４０３によってカバーされる。カバ
ー部４０３は、第１平行部２１３と第２集光部２２１とを保護し、接続口部３１の水密を
確保する。図２Ａに示すように、カバー部４０３は、出射部２１０と第１出入射部２２０
とに共有される。
【００４４】
　カバー部４０１，４０３は、例えば透明なガラスである。図２Ａと図２Ｃとに示すよう
に、カバー部４０１はカバー部４０３に対向する。図２Ｃに示すように、接続部２１が接
続口部３１に挿入された際、カバー部４０１とカバー部４０３との間には空間部４０が介
在し、カバー部４０１はカバー部４０３とは接触しない。
【００４５】
　［迷光防止部５００］　
　図２Ａに示すように、光コネクタ１００は、第１コネクタ２００と第２コネクタ３００
とに備えられる迷光防止部５００をさらに有する。迷光防止部５００は、第１コネクタ２
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００において、迷光としての照明光ＩＬ（第１光）の第１出入射部２２０からの侵入と、
迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の出射部２１０からの侵入との少なくとも一つを
防止する。迷光防止部５００は、第２コネクタ３００において、迷光としての照明光ＩＬ
（第１光）の第２出入射部３２０からの侵入と、迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）
の入射部３１０からの侵入との少なくとも一つを防止する。
【００４６】
　このような迷光防止部５００は、迷光の一部を反射、吸収、または遮光する光学的なフ
ィルタとして機能する。
【００４７】
　［第１コネクタ２００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第１光）の第１出入射部２２０からの侵
入を防止する際、迷光防止部５００は第１出入射部２２０に備えられる。この場合、迷光
防止部５００は、画像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光す
る第１波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図３Ａに示すように、画
像情報光ＤＬに対する透過率は高く、照明光ＩＬに対する透過率は低い。これにより迷光
防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬが第１出入射部２２０から侵入し導光部材７５
を進行し駆動部である画像処理部７７に到達することを、防止する。
【００４８】
　また迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の出射部２１０からの
侵入を防止する際、迷光防止部５００は出射部２１０に備えられる。この場合、迷光防止
部５００は、照明光ＩＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光する第
２波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図３Ｂに示すように、画像情
報光ＤＬに対する透過率は低く、照明光ＩＬに対する透過率は高い。これにより迷光防止
部５００は、迷光としての画像情報光ＤＬが出射部２１０から侵入し導光部材５３を進行
し駆動部である光源ユニット５１に到達することを、防止する。
【００４９】
　ここでいう照明光ＩＬの波長は、光源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃから出射されるレーザ
光の波長４４５ｎｍ，５３２ｎｍ，６３５ｎｍである。画像情報光ＤＬの波長は、８５０
ｎｍである。
【００５０】
　図２Ａ，２Ｃに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第
１出入射部２２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、第１出入射部２２０に
備えられ且つ画像情報光ＤＬが透過する光学部材である第２集光部２２１の表面をコート
する誘電体多層膜として機能する、または第２集光部２２１の材料として機能する。この
誘電体多層膜及び材料は、前記した第１波長選択性を有する。これにより、照明光ＩＬの
みが第２集光部２２１の位置において反射、吸収または遮光され、画像情報光ＤＬは第２
集光部２２１を透過し導光部材７５に入射可能となる。なおコートは、例えば、第２集光
部２２１の出射部（導光部材７５）側の端面と入射部（カバー部４０３）側の端面との少
なくとも一方に実施されていればよい。
【００５１】
　図２Ａ，２Ｃに示すように、例えば迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬの
出射部２１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、出射部２１０に備えられ且
つ照明光ＩＬが透過する光学部材である第１平行部２１３の表面をコートする誘電体多層
膜として機能する、または第１平行部２１３の材料として機能する。この誘電体多層膜及
び材料は、前記した第２波長選択性を有する。これにより、画像情報光ＤＬのみが第１平
行部２１３の位置において反射、吸収または遮光され、照明光ＩＬは第１平行部２１３を
透過し出射部２１０から出射可能となる。なおコートは、例えば、第１平行部２１３の出
射部（カバー部４０３）側の端面と入射部（導光部材５３）側の端面との少なくとも一方
に実施されていればよい。
【００５２】
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　図２Ｄに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第１出入
射部２２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬが透過する光
学部材である第２集光部２２１を保護し且つ第１出入射部２２０に備えられる光学保護部
であるカバー部４０３の表面をコートする誘電体多層膜として機能してもよい、またはカ
バー部４０３の材料として機能してもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第１
波長選択性を有する。これにより、照明光ＩＬのみがカバー部４０３の位置において反射
、吸収または遮光され、画像情報光ＤＬはカバー部４０３を透過し導光部材７５に入射可
能となる。
【００５３】
　図２Ｄに示すように、例えば迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬの出射部
２１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、照明光ＩＬが透過する光学部材で
ある第１平行部２１３を保護し且つ出射部２１０に備えられる光学保護部であるカバー部
４０３の表面をコートする誘電体多層膜として機能してもよい、またはカバー部４０３の
材料として機能してもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第２波長選択性を有
する。これにより、画像情報光ＤＬのみがカバー部４０３の位置において反射、吸収また
は遮光され、照明光ＩＬはカバー部４０３を透過し出射部２１０から出射可能となる。
【００５４】
　本実施形態では、１つのカバー部４０３が備えられる。このため、迷光防止部５００は
、第２集光部２２１に対向するカバー部４０３の第１対向面と、第１平行部２１３に対向
するカバー部４０３の第２対向面とに少なくとも備えられればよい。第１対向面において
、迷光防止部５００は照明光ＩＬのみを反射、吸収または遮光し、画像情報光ＤＬは迷光
防止部５００を透過する。第２対向面において、迷光防止部５００は画像情報光ＤＬのみ
を反射、吸収または遮光し、照明光ＩＬは迷光防止部５００を透過する。なお、第１対向
面と第２対向面とでは、迷光防止部５００の機能が異なるため、迷光防止部５００をカバ
ー部４０３の材料により実現する場合には、それぞれ機能が異なる２つのカバー部４０３
が備えられ、それぞれが第２集光部２２１と第１平行部２１３とに対向して配置されても
よい。
【００５５】
　図２Ｅに示すように、例えば迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第１出入射
部２２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬを導光し且つ第
１出入射部２２０に備えられる導光部材７５の端部である第２入射部２２３の表面をコー
トする誘電体多層膜として機能してもよい、または第２入射部２２３の材料として機能し
てもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第１波長選択性を有する。これにより
、照明光ＩＬのみが第２入射部２２３の位置において反射、吸収または遮光され、画像情
報光ＤＬは第２入射部２２３を透過し導光部材７５に入射可能となる。なお、前記した第
２入射部２２３の材料について、以下に説明する。フィルタが、例えば融着、接着または
接触によって、導光部材７５の端部に取り付けられ、第２入射部２２３として機能する。
そして、このフィルタの材料は、迷光防止部５００として機能する。このような材料は、
例えば、フィルタ特性を有するガラス材、またはフィルタ膜をコートされたガラス材であ
る。
【００５６】
　図２Ｅに示すように、例えば迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬの出射部
２１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、照明光ＩＬを導光し且つ出射部２
１０に備えられる導光部材５３の端部である第１出射部２１１の表面をコートする誘電体
多層膜として機能してもよい、または第１出射部２１１の材料として機能してもよい。こ
の誘電体多層膜及び材料は、前記した第２波長選択性を有する。これにより、画像情報光
ＤＬのみが第１出射部２１１の位置において反射、吸収または遮光され、照明光ＩＬは第
１出射部２１１を透過し出射部２１０から出射可能となる。なお、前記した第１出射部２
１１の材料について、以下に説明する。フィルタが、例えば融着、接着または接触によっ
て、導光部材５３の端部に取り付けられ、第１出射部２１１として機能する。そして、こ
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のフィルタの材料は、迷光防止部５００として機能する。このような材料は、例えば、フ
ィルタ特性を有するガラス材、またはフィルタ膜をコートされたガラス材である。
【００５７】
　このように、迷光防止部５００は、出射部２１０において、光学部材である第１平行部
２１３とカバー部４０３と第１出射部２１１との少なくとも１つに備えられる、または少
なくとも１つの材料として機能すればよい。そして迷光防止部５００は、迷光としての画
像情報光ＤＬの出射部２１０からの侵入を防止する。この場合、迷光防止部５００は、照
明光ＩＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光する第２波長選択性を
有するフィルタとして機能する。これにより迷光防止部５００は、迷光としての画像情報
光ＤＬが出射部２１０から侵入し導光部材５３を進行し駆動部である光源ユニット５１に
到達することを、防止する。　
　また迷光防止部５００は、第１出入射部２２０において、光学部材である第２集光部２
２１とカバー部４０３と第２入射部２２３との少なくとも１つに備えられる、または少な
くとも１つの材料として機能すればよい。そして迷光防止部５００は、迷光としての照明
光ＩＬの第１出入射部２２０からの侵入を防止する。この場合、迷光防止部５００は、画
像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光する第１波長選択性を
有するフィルタとして機能する。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光Ｉ
Ｌが第１出入射部２２０から侵入し導光部材７５を進行し駆動部である画像処理部７７に
到達することを、防止する。
【００５８】
　［第２コネクタ３００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第１光）の第２出入射部３２０からの侵
入を防止する際、迷光防止部５００は第２出入射部３２０に備えられる。この場合、迷光
防止部５００は、画像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光す
る第１波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図３Ａに示すように、画
像情報光ＤＬに対する透過率は高く、照明光ＩＬに対する透過率は低い。これにより迷光
防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬが第２出入射部３２０から侵入し導光部材７３
を進行し駆動部である画像取得部７１に到達することを、防止する。
【００５９】
　また迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の入射部３１０からの
侵入を防止する際、迷光防止部５００は入射部３１０に備えられる。この場合、迷光防止
部５００は、照明光ＩＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光する第
２波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図３Ｂに示すように、画像情
報光ＤＬに対する透過率は低く、照明光ＩＬに対する透過率は高い。これにより迷光防止
部５００は、迷光としての画像情報光ＤＬが入射部３１０から侵入し導光部材５５を進行
し駆動部である照明部５７に到達することを、防止する。
【００６０】
　図２Ａ，２Ｃに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第
２出入射部３２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、第２出入射部３２０に
備えられ且つ画像情報光ＤＬが透過する光学部材である第２平行部３２３の表面をコート
する誘電体多層膜として機能する、または第２平行部３２３の材料として機能する。この
誘電体多層膜及び材料は、前記した第１波長選択性を有する。これにより、照明光ＩＬの
みが第２平行部３２３の位置において反射、吸収または遮光され、画像情報光ＤＬは第２
平行部３２３を透過し第２出入射部３２０から出射可能となる。なおコートは、例えば、
第２平行部３２３の出射部（カバー部４０１）側の端面と入射部（導光部材７３）側の端
面との少なくとも一方に実施されていればよい。
【００６１】
　図２Ａ，２Ｃに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬ
の入射部３１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、入射部３１０に備えられ
且つ照明光ＩＬが透過する光学部材である第１集光部３１１の表面をコートする誘電体多
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層膜として機能する、または第１集光部３１１の材料として機能する。この誘電体多層膜
及び材料は、前記した第２波長選択性を有する。これにより、画像情報光ＤＬのみが第１
集光部３１１の位置において反射、吸収または遮光され、照明光ＩＬは第１集光部３１１
を透過し導光部材５５に入射可能となる。なおコートは、例えば、第１集光部３１１の出
射部（導光部材５５）側の端面と入射部（カバー部４０１）側の端面との少なくとも一方
に実施されていればよい。
【００６２】
　図２Ｄに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第２出入
射部３２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬが透過する光
学部材である第２平行部３２３を保護し且つ第２出入射部３２０に備えられる光学保護部
であるカバー部４０１の表面をコートする誘電体多層膜として機能してもよい、またはカ
バー部４０１の材料として機能してもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第１
波長選択性を有する。これにより、照明光ＩＬのみがカバー部４０１の位置において反射
、吸収または遮光され、画像情報光ＤＬはカバー部４０１を透過し導光部材７３に入射可
能となる。
【００６３】
　図２Ｄに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬの入射
部３１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、照明光ＩＬが透過する光学部材
である第１集光部３１１を保護し且つ入射部３１０に備えられる光学保護部であるカバー
部４０１の表面をコートする誘電体多層膜として機能してもよい、またはカバー部４０１
の材料として機能してもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第２波長選択性を
有する。これにより、画像情報光ＤＬのみがカバー部４０１の位置において反射、吸収ま
たは遮光され、照明光ＩＬはカバー部４０１を透過し導光部材５５に入射可能となる。
【００６４】
　本実施形態では、１つのカバー部４０１が備えられる。このため、迷光防止部５００は
、第２平行部３２３に対向するカバー部４０１の第１対向面と、第１集光部３１１に対向
するカバー部４０１の第２対向面とに少なくとも備えられればよい。第１対向面において
、迷光防止部５００は照明光ＩＬのみを反射、吸収または遮光し、画像情報光ＤＬは迷光
防止部５００を透過する。第２対向面において、迷光防止部５００は画像情報光ＤＬのみ
を反射、吸収または遮光し、照明光ＩＬは迷光防止部５００を透過する。なお、第１対向
面と第２対向面とでは、迷光防止部５００の機能が異なるため、迷光防止部５００をカバ
ー部４０１の材料により実現する場合には、それぞれ機能が異なる２つのカバー部４０１
が備えられ、それぞれが第１集光部３１１と第２平行部３２３とに対向して配置されても
よい。
【００６５】
　図２Ｅに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬの第２出入
射部３２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬを導光し且つ
第２出入射部３２０に備えられる導光部材７３の端部である第２出射部３２１の表面をコ
ートする誘電体多層膜として機能してもよい、または第２出射部３２１の材料として機能
してもよい。この誘電体多層膜及び材料は、前記した第１波長選択性を有する。これによ
り、照明光ＩＬのみが第２出射部３２１の位置において反射、吸収または遮光され、画像
情報光ＤＬは第２出射部３２１を透過し第２出射部３２１から出射可能となる。なお、前
記した第２出射部３２１の材料について、以下に説明する。フィルタが、例えば融着、接
着または接触によって、導光部材７３の端部に取り付けられ、第２出射部３２１として機
能する。そして、このフィルタの材料は、迷光防止部５００として機能する。このような
材料は、例えば、フィルタ特性を有するガラス材、またはフィルタ膜をコートされたガラ
ス材である。
【００６６】
　図２Ｅに示すように、例えば、迷光防止部５００が迷光としての画像情報光ＤＬの入射
部３１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は、照明光ＩＬを導光し且つ入射部



(17) JP WO2017/006399 A1 2017.1.12

10

20

30

40

50

３１０に備えられる導光部材５５の端部である第１入射部３１３の表面をコートする誘電
体多層膜として機能してもよい、または第１入射部３１３の材料として機能してもよい。
この誘電体多層膜及び材料は、前記した第２波長選択性を有する。これにより、画像情報
光ＤＬのみが第１入射部３１３の位置において反射、吸収または遮光され、照明光ＩＬは
第１入射部３１３を透過し導光部材５５に入射可能となる。なお、前記した第１入射部３
１３の材料について、以下に説明する。フィルタが、例えば融着、接着または接触によっ
て、導光部材５５の端部に取り付けられ、第１入射部３１３として機能する。そして、こ
のフィルタの材料は、迷光防止部５００として機能する。このような材料は、例えば、フ
ィルタ特性を有するガラス材、またはフィルタ膜をコートされたガラス材である。
【００６７】
　このように、迷光防止部５００は、入射部３１０において、光学部材である第１集光部
３１１とカバー部４０１と第１入射部３１３との少なくとも１つに備えられる、または少
なくとも１つの材料として機能すればよい。そして迷光防止部５００は、迷光としての画
像情報光ＤＬの入射部３１０からの侵入を防止する。この場合、迷光防止部５００は、照
明光ＩＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光する第２波長選択性を
有するフィルタとして機能する。これにより迷光防止部５００は、迷光としての画像情報
光ＤＬが入射部３１０から侵入し導光部材５５を進行し駆動部である照明部５７に到達す
ることを、防止する。　
　また迷光防止部５００は、第２出入射部３２０において、光学部材である第２平行部３
２３とカバー部４０１と第２出射部３２１との少なくとも１つに備えられる、または少な
くとも１つの材料として機能すればよい。そして迷光防止部５００は、迷光としての照明
光ＩＬの第２出入射部３２０からの侵入を防止する。この場合、迷光防止部５００は、画
像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光する第１波長選択性を
有するフィルタとして機能する。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光Ｉ
Ｌが第２出入射部３２０から侵入し導光部材７３を進行し駆動部である画像取得部７１に
到達することを、防止する。
【００６８】
　［作用］　
　図２Ｃに示すように、照明光ＩＬが出射部２１０から入射部３１０に進行する際、照明
光ＩＬの一部が例えば第１平行部２１３によって反射または散乱し迷光となることがある
。迷光は全体の光量のごく一部であるが、照明光ＩＬの光量は画像情報光ＤＬの光量の１
０倍以上である。このため、迷光としての照明光ＩＬが画像情報光ＤＬのための出入射部
２２０，３２０から侵入し導光部材７３，７５を介して駆動部である画像取得部７１及び
画像処理部７７に到達した際、迷光としての照明光ＩＬは駆動部に影響を与え、駆動部が
迷光によって動作不良を引き起こしてしまう。具体的には、画像取得部７１において、変
換部７１ｂの発光が不安定になり、光信号の品質が損なわれる。また画像処理部７７にお
いて、照明光ＩＬはノイズとして画像処理部７７が生成する画像に影響を与えてしまい、
画像の品質が損なわれる。
【００６９】
　本実施形態では、迷光防止部５００が備えられており、迷光防止部５００は、迷光とし
ての照明光ＩＬの出入射部２２０，３２０からの侵入を防止する。このため駆動部である
画像取得部７１及び画像処理部７７への迷光としての照明光ＩＬの到達が防止され、迷光
としての照明光ＩＬが駆動部に影響を与えることは防止される。結果として、駆動部は、
迷光によって動作不良を引き起こさず、正常に動作する。
【００７０】
　なお、迷光防止部５００は、迷光としての画像情報光ＤＬの出射部２１０と入射部３１
０とからの侵入も防止する。このため駆動部である光源ユニット５１及び照明部５７への
迷光としての画像情報光ＤＬの進行が防止され、迷光としての画像情報光ＤＬが駆動部に
影響を与えることは防止される。結果として、駆動部は、迷光によって動作不良を引き起
こさず、正常に動作する。
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【００７１】
　［効果］　
　本実施形態では、迷光防止部５００によって、迷光である照明光ＩＬの出入射部２２０
，３２０からの侵入を防止できる。言い換えると、本実施形態では、第１用途である照明
ユニット５０のための第１光である照明光ＩＬの光学特性とは異なる光学特性を有し第１
用途とは異なる第２用途である撮像ユニット７０のための第２光である画像情報光ＤＬを
入射または出射する出入射部２２０，３２０からの、迷光としての照明光ＩＬの侵入を防
止できる。これにより、駆動部である画像取得部７１と画像処理部７７とへの迷光として
の照明光ＩＬの到達を防止できる。また本実施形態では、迷光である画像情報光ＤＬの出
射部２１０と入射部３１０とからの侵入を防止できる。これにより、駆動部である光源ユ
ニット５１と照明部５７とへの迷光としての画像情報光ＤＬの到達を防止できる。　
　結果として、本実施形態では、駆動部である画像取得部７１と画像処理部７７とが迷光
である照明光ＩＬによって動作不良を引き起こしてしまうことを防止でき、駆動部である
光源ユニット５１と照明部５７とが迷光である画像情報光ＤＬによって動作不良を引き起
こしてしまうことを防止できる。
【００７２】
　照明光ＩＬの光量は、画像情報光ＤＬの光量よりも多く、１０倍以上である。このよう
な照明光ＩＬが一部でも迷光として出入射部２２０，３２０から侵入すると、確実に画像
取得部７１と画像処理部７７とは動作不良を引き起こしてしまう。しかしながら本実施形
態では、迷光防止部５００によって、確実に迷光としての照明光ＩＬの侵入を防止でき、
確実に画像取得部７１と画像処理部７７とが迷光である照明光ＩＬによって動作不良を引
き起こしてしまうことを防止できる。
【００７３】
　迷光防止部５００は、第１コネクタ２００において、出射部２１０、具体的には第１出
射部２１１と第１平行部２１３とカバー部４０３との少なくとも１つに備えられる。これ
により、画像情報光ＤＬが迷光として出射部２１０から侵入することを防止でき、駆動部
である光源ユニット５１が迷光である画像情報光ＤＬによって動作不良を引き起こしてし
まうことを防止できる。　
　迷光防止部５００は、第１コネクタ２００において、第１出入射部２２０、具体的には
第２入射部２２３と第２集光部２２１とカバー部４０３との少なくとも１つに備えられる
。これにより、照明光ＩＬが迷光として第１出入射部２２０から侵入することを防止でき
、駆動部である画像処理部７７が迷光である照明光ＩＬによって動作不良を引き起こして
しまうことを防止できる。
【００７４】
　迷光防止部５００は、第２コネクタ３００において、入射部３１０、具体的には第１入
射部３１３と第１集光部３１１とカバー部４０１との少なくとも１つに備えられる。これ
により、画像情報光ＤＬが迷光として入射部３１０から侵入することを防止でき、駆動部
である照明部５７が迷光である画像情報光ＤＬによって動作不良を引き起こしてしまうこ
とを防止できる。
【００７５】
　迷光防止部５００は、第２コネクタ３００において、第２出入射部３２０、具体的には
第２出射部３２１と第２平行部３２３とカバー部４０１との少なくとも１つに備えられる
。これにより、照明光ＩＬが迷光として第２出入射部３２０から侵入することを防止でき
、駆動部である画像取得部７１が迷光である照明光ＩＬによって動作不良を引き起こして
しまうことを防止できる。
【００７６】
　誘電体多層膜の分光特性は、通常、迷光の入射角度に依存する。このため、図２Ａと図
２Ｃと図２Ｄとに示す迷光防止部５００において、迷光の入射角度に応じて迷光の一部は
、迷光防止部５００を透過し、例えば第２入射部２２３から導光部材７５に侵入する虞が
生じる。これに対して図２Ｅに示すように誘電体多層膜として機能する迷光防止部５００
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が第２入射部２２３に備えられる場合おいて、誘電体多層膜は、導光部材７５の入射角度
の許容範囲内の分光特性さえ確保されていれば、確実に迷光の侵入を防止できる。また第
１平行部２１３と第２集光部２２１とカバー部４０３と第１集光部３１１と第２平行部３
２３とカバー部４０１とがコートされることで、迷光の侵入を安価に防止できる。
【００７７】
　［第１の実施形態の変形例１］　
　［構成］　
　図４と図５Ａと図５Ｂと図５Ｃと図５Ｄと図５Ｅとを参照して、第１の実施形態の変形
例１について説明する。本変形例では、第１の実施形態とは異なる部分のみ記載する。
【００７８】
　図４に示すように、内視鏡システム１０は、治療光ＴＬを被検体１１に照射する治療ユ
ニット６００をさらに有する。
【００７９】
　治療ユニット６００は、光源部６０１と、導光部材６０３，６０５と、照射部６０７と
を有する。光源部６０１と導光部材６０３とは光源装置３０に備えられ、導光部材６０５
と照射部６０７とは内視鏡２０に備えられる。
【００８０】
　光源部６０１は、被検体１１を切開または止血するために大光量のレーザ光である治療
光ＴＬを出射する、または光線力学的治療のためのレーザ光である治療光ＴＬを出射する
。前者において、波長は例えば２μｍ～３μｍであり、光源部６０１の出力数は、数Ｗ～
数１０Ｗとなっている。後者において、波長は例えば６３５ｎｍ～６７０ｎｍであり、光
源部６０１の出力数は、１００ｍＷとなっている。
【００８１】
　導光部材６０３，６０５は、単線の光ファイバである。導光部材６０３は、光コネクタ
１００によって、導光部材６０５に光学的に接続される。導光部材６０３，６０５は、治
療光ＴＬを照射部６０７に導光する。
【００８２】
　制御部８１は、入力部８３から入力された指示に基づき、光源部６０１を制御する。制
御部８１は、例えば、光源部６０１の治療モードを制御する。治療モードは、例えば、切
開または止血、または光線力学的治療を示し、入力部８３によって入力される。
【００８３】
　本変形例では、照明ユニット５０または治療ユニット６００と、撮像ユニット７０とに
着目するとする。この場合、照明ユニット５０または治療ユニット６００が第１用途のた
めの部位と定義されると、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬは第１光と定義される。そして撮
像ユニット７０は第２用途のための部位と定義され、画像情報光ＤＬは第１光である照明
光ＩＬまたは治療光ＴＬの光学特性とは異なる光学特性を有する第２光と定義される。つ
まり第１の実施形態における照明ユニット５０と撮像ユニット７０との関係は、本変形例
における照明ユニット５０または治療ユニット６００と撮像ユニット７０との関係に相当
する。第１光である照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの第１光量は、第２光である画像情報光
ＤＬの第２光量よりも多く、第２光量の１０倍以上である。
【００８４】
　この場合、図５Ａに示すように、出射部２１０と入射部３１０とは、照明ユニット５０
と治療ユニット６００とのために備えられる。本変形例の照明ユニット５０の出射部２１
０と入射部３１０との構成は、第１の実施形態の照明ユニット５０の出射部２１０と入射
部３１０との構成と同一であり、治療ユニット６００の出射部２１０と入射部３１０との
構成と同一である。このため、治療ユニット６００の出射部２１０と入射部３１０との説
明については省略する。第１出射部２１１は、治療光ＴＬが出射される導光部材６０３の
端部でもある。第１入射部３１３は、第１集光部３１１によって集光された治療光ＴＬが
入射される導光部材６０５の端部でもある。カバー部４０１は、照明ユニット５０と治療
ユニット６００との第１集光部３１１と、撮像ユニット７０の第２平行部３２３とを保護



(20) JP WO2017/006399 A1 2017.1.12

10

20

30

40

50

する。カバー部４０３は、照明ユニット５０と治療ユニット６００との第１平行部２１３
と、撮像ユニット７０の第２集光部２２１とを保護する。
【００８５】
　照明光ＩＬ及び治療光ＴＬそれぞれのための出射部２１０と入射部３１０とは、同軸上
に備えられ、第１用途（照明光ＩＬまたは治療光ＴＬ）のために用いられる。　
　第１出入射部２２０と第２出入射部３２０とは、同軸上に備えられ、第２用途（画像情
報光ＤＬ）のために用いられる。　
　照明光ＩＬ及び治療光ＴＬそれぞれのための２つの出射部２１０と第１出入射部２２０
とは、例えば、第１コネクタ２００の中心軸を中心に同一円上に備えられる。　
　照明光ＩＬ及び治療光ＴＬそれぞれのための２つの入射部３１０と第２出入射部３２０
とは、例えば、第２コネクタ３００の中心軸を中心に同一円上に備えられる。
【００８６】
　照明光ＩＬのための出射部２１０と入射部３１０とは、治療光ＴＬのための出射部２１
０と入射部３１０と、第１出入射部２２０と第２出入射部３２０とは異なる系統であり、
異なる部位である。このように光コネクタ１００は、用途毎に備えられており、用途に応
じて異なる複数のポートを有することとなる。本実施形態では、例えば照明光ＩＬと治療
光ＴＬと画像情報光ＤＬとのために、３つのポートが備えられる。
【００８７】
　図５Ａに示すように、治療ユニット６００において、出射部２１０は、導光部材６０３
に光学的に接続され、導光部材６０３によって治療光ＴＬを導光される。出射部２１０は
、入射部３１０に光学的に接続され、入射部３１０に向けて治療光ＴＬを出射する。入射
部３１０には、出射部２１０から出射された治療光ＴＬが入射する。入射部３１０は導光
部材６０５に光学的に接続され、入射部３１０に入射された治療光ＴＬは導光部材６０５
によって照射部６０７に導光される。
【００８８】
　図５Ａに示すように、迷光防止部５００は、第１コネクタ２００において、迷光として
の照明光ＩＬ（第１光）または治療光ＴＬ（第１光）の第１出入射部２２０からの侵入と
、迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の出射部２１０からの侵入との少なくとも一つ
を防止する。迷光防止部５００は、第２コネクタ３００において、迷光としての照明光Ｉ
Ｌ（第１光）または治療光ＴＬ（第１光）の第２出入射部３２０からの侵入と、迷光とし
ての画像情報光ＤＬ（第２光）の入射部３１０からの侵入との少なくとも一つを防止する
。
【００８９】
　［第１コネクタ２００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第１光）または治療光ＴＬ（第１光）の
第１出入射部２２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は第１出入射部２２０に
備えられる。この場合、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬ
または治療光ＴＬを反射、吸収、または遮光する第３波長選択性を有するフィルタとして
機能する。この場合、図５Ｂと図５Ｃとに示すように、画像情報光ＤＬに対する透過率は
高く、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬに対する透過率は低い。図５Ｂにおいて、治療光ＴＬ
は光線力学的治療のために用いられる。図５Ｃにおいて、治療光ＴＬは切開または止血の
ために用いられる。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬまたは治療
光ＴＬが第１出入射部２２０から侵入し導光部材７５を進行し駆動部である画像処理部７
７に到達することを、防止する。
【００９０】
　また迷光防止部５００が、迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の、照明ユニット５
０と治療ユニット６００との出射部２１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は
照明ユニット５０と治療ユニット６００との出射部２１０に備えられる。この場合、迷光
防止部５００は、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸
収、または遮光する第４波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図５Ｄ
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と図５Ｅとに示すように、画像情報光ＤＬに対する透過率は低く、照明光ＩＬまたは治療
光ＴＬに対する透過率は高い。図５Ｄにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために用
いられる。図５Ｅにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。これによ
り迷光防止部５００は、迷光としての画像情報光ＤＬが照明ユニット５０と治療ユニット
６００との出射部２１０から侵入し導光部材５３，６０３を進行し駆動部である光源ユニ
ット５１と光源部６０１とに到達することを、防止する。
【００９１】
　ここでいう照明光ＩＬの波長は、光源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃから出射されるレーザ
光の波長４４５ｎｍ，５３２ｎｍ，６３５ｎｍである。治療光ＴＬの波長は、切開または
止血のための２μｍ～３μｍ、または光線力学的治療のための６３５ｎｍ～６７０ｎｍで
ある。画像情報光ＤＬの波長は、８５０ｎｍである。
【００９２】
　なお第１の実施形態にて説明した第２集光部２２１と第１平行部２１３とカバー部４０
３と第２入射部２２３と第１出射部２１１とにおける、照明光ＩＬと画像情報光ＤＬとの
関係は、本変形例の図５Ａでは、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬと、画像情報光ＤＬとの関
係に相当し、その詳細な説明は省略する。
　また第１の実施形態にて説明した第２集光部２２１と第１平行部２１３とカバー部４０
３と第２入射部２２３と第１出射部２１１とにおける、照明ユニット５０と撮像ユニット
７０の関係は、本変形例の図５Ａでは、照明ユニット５０または治療ユニット６００と、
撮像ユニット７０との関係に相当し、その詳細な説明は省略する。
【００９３】
　［第２コネクタ３００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第１光）または治療光ＴＬ（第１光）の
第２出入射部３２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は第２出入射部３２０に
備えられる。この場合、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬは透過するが、照明光ＩＬ
または治療光ＴＬを反射、吸収、または遮光する第３波長選択性を有するフィルタとして
機能する。この場合、図５Ｂと図５Ｃとに示すように、画像情報光ＤＬに対する透過率は
高く、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬに対する透過率は低い。図５Ｂにおいて、治療光ＴＬ
は光線力学的治療のために用いられる。図５Ｃにおいて、治療光ＴＬは切開または止血の
ために用いられる。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬまたは治療
光ＴＬが第２出入射部３２０から侵入し導光部材７３を進行し駆動部である画像取得部７
１に到達することを、防止する。
【００９４】
　また迷光防止部５００が、迷光としての画像情報光ＤＬ（第２光）の、照明ユニット５
０と治療ユニット６００との入射部３１０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は
照明ユニット５０と治療ユニット６００との入射部３１０に備えられる。この場合、迷光
防止部５００は、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬは透過するが、画像情報光ＤＬを反射、吸
収、または遮光する第４波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図５Ｄ
と図５Ｅとに示すように、画像情報光ＤＬに対する透過率は低く、照明光ＩＬまたは治療
光ＴＬに対する透過率は高い。図５Ｄにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために用
いられる。図５Ｅにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。これによ
り迷光防止部５００は、迷光としての画像情報光ＤＬが照明ユニット５０と治療ユニット
６００との入射部３１０から侵入し導光部材５５，６０５を進行し駆動部である照明部５
７と照射部６０７とに到達することを、防止する。
【００９５】
　なお第１の実施形態にて説明した第２平行部３２３と第１集光部３１１とカバー部４０
１と第２出射部３２１と第１入射部３１３とにおける、照明光ＩＬと画像情報光ＤＬとの
関係は、本変形例の図５Ａでは、照明光ＩＬまたは治療光ＴＬと、画像情報光ＤＬとの関
係に相当し、その詳細な説明は省略する。　
　また第１の実施形態にて説明した第２平行部３２３と第１集光部３１１とカバー部４０
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１と第２出射部３２１と第１入射部３１３とにおける、照明ユニット５０と撮像ユニット
７０の関係は、本変形例の図５Ａでは、照明ユニット５０または治療ユニット６００と、
撮像ユニット７０との関係に相当し、その詳細な説明は省略する。
【００９６】
　［効果］　
　本変形例では、迷光防止部５００によって、出入射部２２０，３２０からの、迷光であ
る照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの侵入を防止できる。これにより、駆動部である画像取得
部７１と画像処理部７７とへの迷光としての照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの到達を防止で
きる。
【００９７】
　照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの光量は、画像情報光ＤＬの光量よりも多く、１０倍以上
である。このような照明光ＩＬまたは治療光ＴＬが一部でも迷光として出入射部２２０，
３２０から侵入すると、確実に画像取得部７１と画像処理部７７とは動作不良を引き起こ
してしまう。しかしながら本変形例では、迷光防止部５００によって、確実に迷光として
の照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの侵入を防止でき、確実に画像取得部７１と画像処理部７
７とが迷光である照明光ＩＬまたは治療光ＴＬによって動作不良を引き起こしてしまうこ
とを確実に防止できる。
【００９８】
　［第１の実施形態の変形例２］　
　［構成］　
　図６Ａと図６Ｂと図６Ｃと図６Ｄと図６Ｅとを参照して、第１の実施形態の変形例２に
ついて説明する。本変形例では、第１の実施形態と第１の実施形態の変形例１とは異なる
部分のみ記載する。
【００９９】
　本変形例では、治療ユニット６００と、照明ユニット５０とに着目するとする。この場
合、治療ユニット６００が第１用途のための部位と定義されると、治療光ＴＬは第１光と
定義される。そして照明ユニット５０は第２用途のための部位と定義され、照明光ＩＬは
治療光ＴＬ（第１光）の光学特性とは異なる光学特性を有する第２光と定義される。つま
り第１の実施形態における照明ユニット５０と撮像ユニット７０との関係は、本変形例に
おける治療ユニット６００と照明ユニット５０との関係に相当する。治療光ＴＬ（第１光
）の第１光量は、照明光ＩＬ（第２光）の第２光量よりも多く、第２光量の１０倍以上で
ある。
【０１００】
　この場合、図６Ａに示すように、出射部２１０と入射部３１０とは、治療ユニット６０
０のために備えられる。第１出入射部２２０と第２出入射部３２０とは、照明ユニット５
０のために備えられる。第１出入射部２２０は、第２出入射部３２０に光学的に接続され
、第２出入射部３２０に向けて照明光ＩＬを出射する。第２出入射部３２０は第１出入射
部２２０に光学的に接続され、第１出入射部２２０から出射された照明光ＩＬが第２出入
射部３２０に入射する。第１出入射部２２０は、導光部材５３に光学的に接続され、導光
部材５３によって照明光ＩＬを導光される。第２出入射部３２０は導光部材５５に光学的
に接続され、第２出入射部３２０に入射された照明光ＩＬは導光部材５５によって照明部
５７に導光される。本変形例の照明ユニット５０の第１出入射部２２０と第２出入射部３
２０との構成は、第１の実施形態の照明ユニット５０の出射部２１０と入射部３１０との
構成と同一である。
【０１０１】
　図６Ａに示すように、迷光防止部５００は、第１コネクタ２００において、迷光として
の治療光ＴＬ（第１光）の照明光ＩＬのための第１出入射部２２０からの侵入と、迷光と
しての照明光ＩＬ（第２光）の出射部２１０からの侵入との少なくとも一つを防止する。
迷光防止部５００は、第２コネクタ３００において、迷光としての治療光ＴＬ（第１光）
の照明光ＩＬのための第２出入射部３２０からの侵入と、迷光としての入射部３１０から
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の照明光ＩＬ（第２光）の侵入との少なくとも一つを防止する。
【０１０２】
　［第１コネクタ２００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての治療光ＴＬ（第１光）の照明光ＩＬのための第１出入
射部２２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は照明光ＩＬのための第１出入射
部２２０に備えられる。この場合、迷光防止部５００は、照明光ＩＬは透過するが、治療
光ＴＬを反射、吸収、または遮光する第５波長選択性を有するフィルタとして機能する。
この場合、図６Ｂと図６Ｃとに示すように、照明光ＩＬに対する透過率は高く、治療光Ｔ
Ｌに対する透過率は低い。図６Ｂにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために用いら
れる。図６Ｃにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。これにより迷
光防止部５００は、迷光としての治療光ＴＬが照明光ＩＬのための第１出入射部２２０か
ら侵入し導光部材５３を進行し駆動部である光源ユニット５１に到達することを、防止す
る。
【０１０３】
　また迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第２光）の出射部２１０からの侵入
を防止する際、迷光防止部５００は出射部２１０に備えられる。この場合、迷光防止部５
００は、治療光ＴＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光する第６波長選
択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図６Ｄと図６Ｅとに示すように、照明
光ＩＬに対する透過率は低く、治療光ＴＬに対する透過率は高い。図６Ｄにおいて、治療
光ＴＬは光線力学的治療のために用いられる。図６Ｅにおいて、治療光ＴＬは切開または
止血のために用いられる。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬが出
射部２１０から侵入し導光部材６０３を進行し駆動部である光源部６０１に到達すること
を、防止する。
【０１０４】
　ここでいう照明光ＩＬの波長は、光源部５１ａ，５１ｂ，５１ｃから出射されるレーザ
光の波長４４５ｎｍ，５３２ｎｍ，６３５ｎｍである。治療光ＴＬの波長は、切開または
止血のための２μｍ～３μｍ、または光線力学的治療のための６３５ｎｍ～６７０ｎｍで
ある。
【０１０５】
　なお第１の実施形態にて説明した第２集光部２２１と第１平行部２１３とカバー部４０
３と第２入射部２２３と第１出射部２１１とにおける、照明光ＩＬと画像情報光ＤＬとの
関係は、本変形例の図６Ａでは、治療光ＴＬと照明光ＩＬとの関係に相当し、その詳細な
説明は省略する。　
　また第１の実施形態にて説明した第２集光部２２１と第１平行部２１３とカバー部４０
３と第２入射部２２３と第１出射部２１１とにおける、照明ユニット５０と撮像ユニット
７０の関係は、本変形例の図６Ａでは、治療ユニット６００と、照明ユニット５０との関
係に相当し、その詳細な説明は省略する。
【０１０６】
　［第２コネクタ３００における迷光防止部５００］　
　迷光防止部５００が迷光としての治療光ＴＬ（第１光）の照明光ＩＬのための第２出入
射部３２０からの侵入を防止する際、迷光防止部５００は第２出入射部３２０に備えられ
る。この場合、迷光防止部５００は、照明光ＩＬは透過するが、治療光ＴＬを反射、吸収
、または遮光する第５波長選択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図６Ｂと
図６Ｃとに示すように、照明光ＩＬに対する透過率は高く、治療光ＴＬに対する透過率は
低い。図６Ｂにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために用いられる。図６Ｃにおい
て、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。これにより迷光防止部５００は、
迷光としての治療光ＴＬが照明光ＩＬのための第２出入射部３２０から侵入し導光部材５
５を進行し駆動部である照明部５７に到達することを、防止する。
【０１０７】
　また迷光防止部５００が迷光としての照明光ＩＬ（第２光）の入射部３１０からの侵入
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を防止する際、迷光防止部５００は入射部３１０に備えられる。この場合、迷光防止部５
００は、治療光ＴＬは透過するが、照明光ＩＬを反射、吸収、または遮光する第６波長選
択性を有するフィルタとして機能する。この場合、図６Ｄと図６Ｅとに示すように、照明
光ＩＬに対する透過率は低く、治療光ＴＬに対する透過率は高い。図６Ｄにおいて、治療
光ＴＬは光線力学的治療のために用いられる。図６Ｅにおいて、治療光ＴＬは切開または
止血のために用いられる。これにより迷光防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬが入
射部３１０から侵入し導光部材６０５を進行し駆動部である照射部６０７に到達すること
を、防止する。
【０１０８】
　なお第１の実施形態にて説明した第２平行部３２３と第１集光部３１１とカバー部４０
１と第２出射部３２１と第１入射部３１３とにおける、照明光ＩＬと画像情報光ＤＬとの
関係は、本変形例の図６Ａでは、治療光ＴＬと、照明光ＩＬとの関係に相当し、その詳細
な説明は省略する。　
　また第１の実施形態にて説明した第２平行部３２３と第１集光部３１１とカバー部４０
１と第２出射部３２１と第１入射部３１３とにおける、照明ユニット５０と撮像ユニット
７０の関係は、本変形例の図６Ａでは、治療ユニット６００と、照明ユニット５０との関
係に相当し、その詳細な説明は省略する。
【０１０９】
　［効果］　
　本変形例では、迷光防止部５００によって、照明光のための出入射部２２０，３２０か
らの、迷光である治療光ＴＬの侵入を防止できる。これにより、駆動部である光源ユニッ
ト５１と照明部５７とへの迷光としての治療光ＴＬの到達を防止できる。
【０１１０】
　治療光ＴＬの光量は、照明光ＩＬの光量よりも多く、１０倍以上である。このような治
療光ＴＬが一部でも迷光として照明光ＩＬのための出入射部２２０，３２０から侵入する
と、確実に光源ユニット５１と照明部５７とは動作不良を引き起こしてしまう。しかしな
がら本実施形態では、迷光防止部５００によって、確実に迷光としての治療光ＴＬの侵入
を防止でき、確実に光源ユニット５１と照明部５７とが迷光である治療光ＴＬによって動
作不良を引き起こしてしまうことを防止できる。　
　大光量のレーザ光である治療光ＴＬが照明光ＩＬのための第１出入射部２２０から侵入
した場合、治療光ＴＬと照明光ＩＬとの光量差が大きいため、光源ユニット５１の動作は
不安定になる虞がある。光線力学的治療のためのレーザ光であり波長領域が照明光ＩＬと
近い治療光ＴＬが照明光ＩＬのための第２出入射部３２０から侵入した場合、照明部５７
が出射する照明光ＩＬの色味が若干変化する虞がある。しかしながら本変形例では、迷光
防止部５００によって、照明光のための出入射部２２０，３２０からの、迷光である治療
光ＴＬの侵入を防止でき、確実に光源ユニット５１と照明部５７とが迷光である治療光Ｔ
Ｌによって動作不良を引き起こしてしまうことを防止できる。
【０１１１】
　［第１の実施形態の変形例３］　
　［構成］　
　図５Ａと図７Ａと図７Ｂと図７Ｃと図７Ｄと図７Ｅと図７Ｆとを参照して、第１の実施
形態の変形例３について説明する。本変形例では、第１の実施形態と第１の実施形態の変
形例１，２とは異なる部分のみ記載する。　
　迷光防止部５００は、各ポート（用途）で使用される光のみを透過し、この光以外の迷
光の侵入を防止する。
【０１１２】
　図７Ａと図７Ｄとに示すように、画像情報光ＤＬが進行する第２出射部３２１と第２平
行部３２３とカバー部４０１，４０３と第２集光部２２１と第２入射部２２３とにおいて
、迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬのみを透過させ、迷光である照明光ＩＬ及び治療
光ＴＬの侵入を防止する。迷光防止部５００は、照明光ＩＬ及び治療光ＴＬを反射、吸収
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、または遮光する。この場合、画像情報光ＤＬに対する透過率は高く、照明光ＩＬと治療
光ＴＬとに対する透過率は低い。図７Ａにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために
用いられる。図７Ｄにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。
【０１１３】
　図７Ｂと図７Ｅとに示すように、照明光ＩＬが進行する第１出射部２１１と第１平行部
２１３とカバー部４０３，４０１と第２集光部３１１と第１入射部３１３とにおいて、迷
光防止部５００は、照明光ＩＬのみを透過させ、迷光である画像情報光ＤＬ及び治療光Ｔ
Ｌの侵入を防止する。迷光防止部５００は、画像情報光ＤＬ及び治療光ＴＬを反射、吸収
、または遮光する。この場合、照明光ＩＬに対する透過率は高く、画像情報光ＤＬと治療
光ＴＬとに対する透過率は低い。図７Ｂにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために
用いられる。図７Ｅにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。
【０１１４】
　図７Ｃと図７Ｆとに示すように、治療光ＴＬが進行する第１出射部２１１と第１平行部
２１３とカバー部４０３，４０１と第２集光部３１１と第１入射部３１３とにおいて、迷
光防止部５００は、治療光ＴＬのみを透過させ、迷光である照明光ＩＬ及び画像情報光Ｄ
Ｌの侵入を防止する。迷光防止部５００は、照明光ＩＬ及び画像情報光ＤＬを反射、吸収
、または遮光する。この場合、治療光ＴＬに対する透過率は高く、画像情報光ＤＬと照明
光ＩＬとに対する透過率は低い。図７Ｃにおいて、治療光ＴＬは光線力学的治療のために
用いられる。図７Ｆにおいて、治療光ＴＬは切開または止血のために用いられる。
【０１１５】
　［効果］　
　本変形例では、各ポート（用途）で使用される光のみを透過でき、この光以外の迷光の
侵入を防止できる。これにより、駆動部への迷光の到達を防止できる。そして駆動部が迷
光によって動作不良を引き起こしてしまうことを防止できる。
【０１１６】
　なお本変形例では、迷光防止部５００は、各ポート（用途）で使用される光のみを透過
し、この光以外の迷光の侵入を防止するが、これに限定される必要はない。　
　例えば迷光防止部５００は、各ポート（用途）で使用される光の出力数よりも大きい出
力数で出力される光のみを遮光してもよい。　
　例えば、画像情報光ＤＬを透過する迷光防止部５００は、迷光である照明光ＩＬ及び治
療光ＴＬの侵入を防止する。　
　例えば、照明光ＩＬを透過する迷光防止部５００は、迷光である治療光ＴＬの侵入のみ
を防止する。　
　例えば、治療光ＴＬを透過する迷光防止部５００は、迷光としての照明光ＩＬ及び画像
情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光しない。　
　これによっても、駆動部は、実質的に、動作不良を引き起こさないこととなる。
【０１１７】
　［その他］　
　変形例１，２において、光源装置３０は、光源装置３０から内視鏡２０に向けて照明光
ＩＬ及び治療光ＴＬを出射する２つの第１，２出射ユニットである照明ユニット５０及び
治療ユニット６００を備える。内視鏡２０は、内視鏡２０から光源装置３０に向けて画像
情報光ＤＬを出射する１つの第３出射ユニットである撮像ユニット７０を備える。　
　ここで、内視鏡２０は、内視鏡２０から光源装置３０に向けて光を出射し、第３出射ユ
ニットである撮像ユニット７０とは異なる第４出射ユニットを備えると仮定する。
【０１１８】
　このとき、第３出射ユニットである撮像ユニット７０における光量は、例えば、第４出
射ユニットにおける光量と略同一であると仮定する。　
　この場合には、第３出射ユニットである撮像ユニット７０または第４出射ユニットと、
第１出射ユニットである照明ユニット５０との関係は、変形例１にて説明した、第１出射
ユニットである照明ユニット５０または第２出射ユニットである治療ユニット６００と、
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第３出射ユニットである撮像ユニット７０との関係に相当する。　
　第３出射ユニットである撮像ユニット７０または第４出射ユニットと、第２出射ユニッ
トである治療ユニット６００との関係は、変形例１にて説明した、第１出射ユニットであ
る照明ユニット５０または第２出射ユニットである治療ユニット６００と、第３出射ユニ
ットである撮像ユニット７０との関係に相当する。
【０１１９】
　あるいは、第３出射ユニットである撮像ユニット７０における光量は、第４出射ユニッ
トにおける光量よりも１０倍以上、または１/１０以下だと仮定してみる。　
　するとこの場合には、第３出射ユニットである撮像ユニット７０と第４出射ユニットと
の関係は、変形例２にて説明した、第１出射ユニットである治療ユニット６００と第２出
射ユニットである照明ユニット５０との関係に相当する。
【０１２０】
　［第２の実施形態］　
　［構成］　
　図８Ａと図８Ｂと図８Ｃとを参照して、第２の実施形態について説明する。本実施形態
では、第１の実施形態とは異なる部分のみ記載する。
【０１２１】
　迷光防止部５００は、出射部２１０及び入射部３１０と、第１出入射部２２０及び第２
出入射部３２０との間に備えられる。迷光防止部５００は、接続部２１に備えられる壁部
として機能する。出射部２１０及び入射部３１０側の迷光防止部５００の第１面は、照明
光ＩＬを反射、吸収、または遮光し、第１出入射部２２０及び第２出入射部３２０への照
明光ＩＬの進行を防止する。第１出入射部２２０及び第２出入射部３２０側の迷光防止部
５００の第２面は、画像情報光ＤＬを反射、吸収、または遮光し、出射部２１０及び入射
部３１０への画像情報光ＤＬの進行を防止する。このため、第１面と第２面とは、例えば
、黒塗りされる、またはミラーが配置される。壁部は、例えば、金属または樹脂などであ
る。
【０１２２】
　接続部２１が接続口部３１に接続された際、迷光防止部５００の一部は接続口部３１に
備えられる凹部３３に係合する。迷光防止部５００は、接続口部３１に対する接続部２１
の差し込み方向に沿って配置される。迷光防止部５００は、空間部４０を区切り、構造的
に遮断することとなる。このため、カバー部４０１は第１集光部３１１と第２平行部３２
３とに対応してそれぞれ備えられ、カバー部４０３は第２集光部２２１と第１平行部２１
３とに対応してそれぞれ備えられる。
【０１２３】
　［効果］　
　本実施形態では、迷光防止部５００である壁部によって、迷光である照明光ＩＬの出入
射部２２０，３２０からの侵入を防止できる。本実施形態では、第１光である照明光ＩＬ
の光学特性が第２光である画像情報光ＤＬの光学特性に近似していても、迷光防止部５０
０が空間部４０を物理的に遮断するために、迷光の侵入を防止できる。
【０１２４】
　迷光防止部５００と凹部３３との位置関係は、逆であってもよい。
【０１２５】
　本実施形態の迷光防止部５００は、第１の実施形態の変形例１，２にそれぞれ組み込ま
れてもよい。　
　変形例１において、迷光防止部５００は、第１出入射部２２０及び第２出入射部３２０
への迷光としての照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの進行を防止し、第１出入射部２２０及び
第２出入射部３２０からの、迷光としての照明光ＩＬまたは治療光ＴＬの侵入を防止する
。迷光防止部５００は、出射部２１０及び入射部３１０への迷光としての画像情報光ＤＬ
の進行を防止し、出射部２１０及び入射部３１０からの、迷光としての画像情報光ＤＬの
侵入を防止する。
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【０１２６】
　変形例２において、迷光防止部５００は、第１出入射部２２０及び第２出入射部３２０
への迷光としての治療光ＴＬの進行を防止し、第１出入射部２２０及び第２出入射部３２
０からの、迷光としての治療光ＴＬの侵入を防止する。迷光防止部５００は、出射部２１
０及び入射部３１０への迷光としての照明光ＩＬの進行を防止し、出射部２１０及び入射
部３１０からの、迷光としての照明光ＩＬの侵入を防止する。
【０１２７】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示される複
数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。

【図１】 【図２Ａ】

【図２Ｂ】
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【図４】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年12月22日(2017.12.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタが着脱自在である、光源装置に備えられる光源側
コネクタであって、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記内視鏡側コネクタに
備えられる入射部に光学的に接続されて、前記入射部に向けて第１光を出射する出射部と
、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記内視鏡側コネクタに
備えられる内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内視鏡側出入射部に向けて前記
第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前記内視鏡側出入射部から出
射された前記第２光が入射する光源側出入射部と、
　前記出射部から前記光源側出入射部に進行する前記第１光の迷光の前記光源側出入射部
からの侵入を防止し、且つ前記第２光を透過する波長選択性を有する迷光防止部と、
　を具備する光源側コネクタ。
【請求項２】
　前記迷光防止部は、前記光源側出入射部に備えられた請求項１に記載の光源側コネクタ
。
【請求項３】
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　前記光学特性は、光量であり、
　前記第１光の第１光量は、前記第２光の第２光量よりも多い請求項１に記載の光源側コ
ネクタ。
【請求項４】
　前記出射部は、照明または治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部には、情報伝送のための前記第２光が入射する請求項３に記載の光
源側コネクタ。
【請求項５】
　前記出射部は、治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部は、照明のための前記第２光を出射する請求項３に記載の光源側コ
ネクタ。
【請求項６】
　前記迷光防止部は、前記迷光の一部を反射、吸収、または遮光するフィルタとして機能
する請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項７】
　前記迷光防止部が前記第１光の前記迷光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する際
、前記迷光防止部は、前記光源側出入射部に備えられ且つ前記第２光が透過する光学部材
の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能し、
　前記迷光防止部は前記第２光の迷光の前記出射部からの侵入をさらに防止し、前記迷光
防止部は、前記出射部に備えられ且つ前記第１光が透過する光学部材の表面をコートする
誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能する請求項６に記載の光
源側コネクタ。
【請求項８】
　前記迷光防止部が前記第１光の前記迷光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する際
、前記迷光防止部は、前記第２光が透過する光学部材を保護し且つ前記光源側出入射部に
備えられる光学保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保護
部の材料として機能し、
　前記迷光防止部は前記第２光の迷光の前記出射部からの侵入をさらに防止し、前記迷光
防止部は、前記第１光が透過する光学部材を保護し且つ前記出射部に備えられる光学保護
部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保護部の材料として機能
する請求項６に記載の光源側コネクタ。
【請求項９】
　前記迷光防止部が前記第１光の前記迷光の前記光源側出入射部からの侵入を防止する際
、前記迷光防止部は、前記第２光を導光し且つ前記光源側出入射部に備えられる導光部材
の端部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能し
、
　前記迷光防止部は前記第２光の迷光の前記出射部からの侵入をさらに防止し、前記迷光
防止部は、前記第１光を導光し且つ前記出射部に備えられる導光部材の端部の表面をコー
トする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能する請求項６に記載の
光源側コネクタ。
【請求項１０】
　前記出射部は、照明または治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部には、情報伝送のための前記第２光が入射し、
　前記迷光防止部は、前記光源側出入射部に備えられ、前記第１光の前記迷光の前記光源
側出入射部からの侵入を防止し、
　前記迷光防止部は、前記出射部にさらに備えられ、前記第２光の迷光の前記出射部から
の侵入をさらに防止する請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項１１】
　前記出射部は、治療のための前記第１光を出射し、
　前記光源側出入射部は、照明のための前記第２光を出射し、
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　前記迷光防止部は、前記光源側出入射部に備えられ、前記第１光の前記迷光の前記光源
側出入射部からの侵入を防止し、
　前記迷光防止部は、前記出射部にさらに備えられ、前記第２光の迷光の前記出射部から
の侵入をさらに防止する請求項１に記載の光源側コネクタ。
【請求項１２】
　光源装置に備えられる光源側コネクタに着脱自在である、内視鏡に備えられる内視鏡側
コネクタであって、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側コネクタに備
えられる出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射された第１光が入射する入射
部と、
　前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側コネクタに備
えられる光源側出入射部に光学的に接続されて、前記光源側出入射部に向けて前記第１光
とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前記光源側出入射部から出射された
前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、
　前記内視鏡側出入射部から前記入射部に進行する前記第２光の迷光の前記入射部からの
侵入を防止し、且つ前記第１光を透過する波長選択性を有する迷光防止部と、
　を具備する内視鏡側コネクタ。
【請求項１３】
　前記迷光防止部は、前記入射部に備えられた請求項１２に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項１４】
　前記光学特性は、光量であり、
　前記第１光の第１光量は、前記第２光の第２光量よりも多い請求項１２に記載の内視鏡
側コネクタ。
【請求項１５】
　前記入射部には、照明または治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部は、情報伝送のための前記第２光を出射する請求項１４に記載の
内視鏡側コネクタ。
【請求項１６】
　前記入射部には、治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部には、照明のための前記第２光が入射する請求項１４に記載の内
視鏡側コネクタ。
【請求項１７】
　前記迷光防止部は、前記迷光の一部を反射、吸収、または遮光するフィルタとして機能
する請求項１２に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項１８】
　前記迷光防止部は前記第１光の迷光の前記内視鏡側出入射部からの侵入をさらに防止し
、前記迷光防止部は、前記内視鏡側出入射部に備えられ且つ前記第２光が透過する光学部
材の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能し
、
　前記迷光防止部が前記第２光の前記迷光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記迷
光防止部は、前記入射部に備えられ且つ前記第１光が透過する光学部材の表面をコートす
る誘電体膜として機能する、または前記光学部材の材料として機能する請求項１７に記載
の内視鏡側コネクタ。
【請求項１９】
　前記迷光防止部は前記第１光の迷光の前記内視鏡側出入射部からの侵入をさらに防止し
、前記迷光防止部は、前記第２光が透過する光学部材を保護し且つ前記内視鏡側出入射部
に備えられる光学保護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保
護部の材料として機能し、
　前記迷光防止部が前記第２光の前記迷光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記迷
光防止部は、前記第１光が透過する光学部材を保護し且つ前記入射部に備えられる光学保
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護部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記光学保護部の材料として機
能する請求項１７に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２０】
　前記迷光防止部は前記第１光の迷光の前記内視鏡側出入射部からの侵入をさらに防止し
、前記迷光防止部は、前記第２光を導光し且つ前記内視鏡側出入射部に備えられる導光部
材の端部の表面をコートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能
し、
　前記迷光防止部が前記第２光の前記迷光の前記入射部からの侵入を防止する際、前記迷
光防止部は、前記第１光を導光し且つ前記入射部に備えられる導光部材の端部の表面をコ
ートする誘電体膜として機能する、または前記端部の材料として機能する請求項１７に記
載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２１】
　前記入射部には、照明または治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部は、情報伝送のための前記第２光を出射し、
　前記迷光防止部は、前記内視鏡側出入射部にさらに備えられ、前記第１光の迷光の前記
内視鏡側出入射部からの侵入を防止し、
　前記迷光防止部は、前記入射部に備えられ、前記第２光の前記迷光の前記入射部からの
侵入を防止する請求項１２に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２２】
　前記入射部には、治療のための前記第１光が入射し、
　前記内視鏡側出入射部には、照明のための前記第２光が入射し、
　前記迷光防止部は、前記内視鏡側出入射部にさらに備えられ、前記第１光の迷光の前記
内視鏡側出入射部からの侵入を防止し、
　前記迷光防止部は、前記入射部に備えられ、前記第２光の前記迷光の前記入射部からの
侵入を防止する請求項１２に記載の内視鏡側コネクタ。
【請求項２３】
　光源装置に備えられる光源側コネクタと、前記光源側コネクタに着脱自在である、内視
鏡に備えられる内視鏡側コネクタとを有する内視鏡用光コネクタであって、
　前記光源側コネクタに備えられ、第１光を出射する出射部と、
　前記内視鏡側コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続
された際に前記出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射された前記第１光が入
射する入射部と、
　前記内視鏡側コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタの中心軸を中心に前記入射部
と同一円周上に配置されて且つ前記入射部と並列に配置され、前記第１光とは異なる光学
特性を有する第２光を出射するまたは前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、
　前記光源側コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続さ
れた際に前記内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内視鏡側出入射部から出射さ
れた前記第２光が入射するまたは前記内視鏡側出入射部に向けて前記第２光を出射する光
源側出入射部と、
　前記出射部から前記光源側出入射部に進行する前記第１光の迷光の前記光源側出入射部
からの侵入を防止し、且つ前記第２光を透過する波長選択性を有する第１迷光防止部と、
　前記内視鏡側出入射部から前記入射部に進行する前記第２光の迷光の前記入射部からの
侵入を防止し、且つ前記第１光を透過する波長選択性を有する第２迷光防止部と、
　を具備する内視鏡用光コネクタ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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　本発明の光源側コネクタの一態様は、内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタが着脱自在
であり、光源装置に備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記内視鏡側コネクタに備えられる入射部に光学的に接続されて、前記入射部に向け
て第１光を出射する出射部と、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記内視鏡側コネクタに備えられる内視鏡側出入射部に光学的に接続されて、前記内
視鏡側出入射部に向けて前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは
前記内視鏡側出入射部から出射された前記第２光が入射する光源側出入射部と、前記出射
部から前記光源側出入射部に進行する前記第１光の迷光の前記光源側出入射部からの侵入
を防止し、且つ前記第２光を透過する波長選択性を有する迷光防止部とを具備する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の内視鏡側コネクタの一態様は、光源装置に備えられる光源側コネクタに着脱自
在であり、内視鏡に備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された
際に前記光源側コネクタに備えられる出射部に光学的に接続されて、前記出射部から出射
された第１光が入射する入射部と、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続さ
れた際に前記光源側コネクタに備えられる光源側出入射部に光学的に接続されて、前記光
源側出入射部に向けて前記第１光とは異なる光学特性を有する第２光を出射するまたは前
記光源側出入射部から出射された前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、前記内視鏡
側出入射部から前記入射部に進行する前記第２光の迷光の前記入射部からの侵入を防止し
、且つ前記第１光を透過する波長選択性を有する迷光防止部とを具備する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明の内視鏡用光コネクタの一態様は、光源装置に備えられる光源側コネクタと、前
記光源側コネクタに着脱自在である、内視鏡に備えられる内視鏡側コネクタとを有し、前
記光源側コネクタに備えられ、第１光を出射する出射部と、前記内視鏡側コネクタに備え
られ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記出射部に光学的
に接続されて、前記出射部から出射された前記第１光が入射する入射部と、前記内視鏡側
コネクタに備えられ、前記内視鏡側コネクタの中心軸を中心に前記入射部と同一円周上に
配置されて且つ前記入射部と並列に配置され、前記第１光とは異なる光学特性を有する第
２光を出射するまたは前記第２光が入射する内視鏡側出入射部と、前記光源側コネクタに
備えられ、前記内視鏡側コネクタが前記光源側コネクタに接続された際に前記光源側出入
射部に光学的に接続されて、前記内視鏡側出入射部から出射された前記第２光が入射する
または前記内視鏡側出入射部に向けて前記第２光を出射する光源側出入射部と、前記出射
部から前記光源側出入射部に進行する前記第１光の迷光の前記光源側出入射部からの侵入
を防止し、且つ前記第２光を透過する波長選択性を有する第１迷光防止部と、前記内視鏡
側出入射部から前記入射部に進行する前記第２光の迷光の前記入射部からの侵入を防止し
、且つ前記第１光を透過する波長選択性を有する第２迷光防止部とを具備する。
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光源侧连接器（200）与设置在内窥镜侧连接器（300）中的入射部分
（310）光学连接，并且向第一（310）入射部分发射第一光的发射部分
（210）。 并且，与第一光不同的是朝向内窥镜侧连接器（300）的内窥
镜侧出入口部（320）与内窥镜侧出入口部（320）光学连接的光。 并
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